
教
育
の

里
だ
よ
り

【問合先】給食センター　☎０９７８－７２－１５９９

「
国
東
市
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
」
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学
校
給
食
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
豊
か
な
食
事
を
提
供
し
、
健

康
の
増
進
、
体
格
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
正
し
い
食

事
の
あ
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
を

育
て
る
な
ど
教
育
的
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　

国
東
市
に
は
３
つ
の
給
食
調
理
場

（
国
見
・
国
東
・
安
岐
）
が
あ
り
ま

す
が
、
お
い
し
い
給
食
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
安
全
な
給
食
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
毎
年
、
調
理

従
事
者
を
中
心
に
研
修
会
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
大
分
県
学
校
給
食
調
理

従
事
者
衛
生
管
理
研
修
会
」
は
、
８

月
１
日
に
県
下
一
堂
に
会
し
て
県
庁

で
開
催
さ
れ
国
東
市
か
ら
８
名
が
参

加
し
、
衛
生
管
理
の
講
話
や
グ
ル
ー

プ
協
議
を
行
い
、
知
識
を
深
め
ま
し

た
。「
く
に
さ
き
地
区
学
校
給
食
調
理

従
事
者
研
修
会
」
は
、
７
月
24

日
に

ア
ス
ト
く
に
さ
き
ア
グ
リ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
32

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
衛

生
講
話
で
は
、「
く
に
さ
き
地
区
の
子

ど
も
と
大
人
の
食
生
活
に
つ
い
て
」

を
聞
き
、
次
に
「
食
育
サ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
た
食
指
導
」
と
並
行
し

て
減
塩
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
国
東
市
・
姫
島
村

の
学
校
給
食
関
係
者
が
集
ま
っ
て

「
く
に
さ
き
地
区
学
校
給
食
衛
生
管

理
研
究
会
」
を
、
10

月
13

日
に
姫
島

村
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
実
施
し

ま
し
た
。
研
究
会
に
は
国
東
市
か
ら

９
名
が
参
加
し
、
給
食
を
作
る
全
工

程
を
見
学
し
衛
生
面
に
つ
い
て
点
検

を
行
い
、
東
部
保
健
所
職
員
よ
り
指

導
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
育
や
地
産
地
消
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
道
の
駅
な
ど
地
元

業
者
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
使
っ
て
い

ま
す
。「
給
食
だ
よ
り
」
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
「
食
育
の
日
」
・
「
ま
る
ご
と
大

分
県
」
・
「
学
校
給
食
週
間
」
・
「
も
っ

た
い
な
い
デ
ー
」
を
設
け
て
、
地
産

地
消
や
郷
土
料
理
等
の
献
立
で
給
食

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域

の
方
に
学
校
給
食
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、「
地
域
ふ
れ
あ
い
学
校
給
食
試

食
会
」
で
希
望
者
に
は
給
食
を
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
学
校

給
食
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
健
全
な

心
身
の
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

国
東
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

野菜は流水３回洗浄

国東給食センター調理員

食育授業「給食ができるまで」

地産地消（国東産米、国東産みかん）

調理室の様子

　　　調理従事者研修会

栄養バランスの良い献立

【問合先】国東市　市民健康課　国保年金係　☎0978－72－5166
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「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

　
課
題
《
笑
顔
》
応
募
作
品

そ
の
笑
顔
く
だ
さ
い
マ
マ
に
ば
あ
ば
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
見
町　

池　

田　

初　

音

可
愛
い
ね
言
わ
れ
て
笑
顔
作
る
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
東
町　

詠

み

人

知

ら

ず

　

部
落
解
放
運
動
に
は
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活

と
密
接
に
結
び
つ
い
た
運
動
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
そ
の
一
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
教
科
書
無
償
運
動

　

こ
の
運
動
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
戦
前
か
ら
あ
り
、
戦
後
は
各
地
で

多
様
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
決
定
的
な
運
動
は

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
か
ら
始
ま
る
高
知
・
長

浜
の
運
動
で
し
た
。
当
時
の
高
知
市
長
浜
・
原
は

土
佐
湾
に
の
ぞ
む
半
農
半
漁
の
地
区
で
仕
事
ら
し

い
仕
事
に
恵
ま
れ
ず
、
母
親
た
ち
の
多
く
は
失
業

対
策
事
業
に
出
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
賃

金
は
１
日
働
い
て
約
３
０
０
円
。
こ
の
母
親
た
ち

は
、
毎
年
３
月
を
迎
え
る
の
が
辛
か
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
に
教
科
書
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

か
ら
で
す
。
教
科
書
代
は
小
学
校
で
当
時
約
７
０

０
円
、
中
学
校
に
な
る
と
約
１
、
２
０
０
円
で
か

な
り
の
額
で
し
た
。

　

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
学
校
の
教
師
と
学
習

会
を
も
っ
て
い
た
母
親
た
ち
は
憲
法
26
条
に
「
す

べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る

義
務
を
負
う
。
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す

る
。
」
と
あ
る
こ
と
を
学
び
、
教
師
や
地
域
の
民

衆
団
体
や
部
落
外
の
人
々
に
も
働
き
か
け
、
「
長

浜
・
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」
を
結
成
。
集
会

を
開
き
署
名
活
動
に
か
か
り
、
多
く
の
団
体
に
も

働
き
か
け
ま
し
た
。
高
知
市
議
会
も
、
内
閣
総
理

大
臣
や
文
部
大
臣
あ
て
に
「
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

高
知
市
教
育
委
員
会
は
、
交
渉
に
つ
ぐ
交
渉
の

中
で
、
新
学
期
ま
で
に
教
科
書
を
無
償
で
渡
す
と

約
束
し
ま
し
た
が
２
度
に
わ
た
り
約
束
を
ホ
ゴ
に

し
ま
し
た
。

　

国
会
で
も
さ
す
が
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）

は
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）
12
月
に
「
義
務
教
育

諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
京
都
・
奈

良
・
大
阪
な
ど
で
も
教
科
書
無
償
の
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
政
府
は
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）
か

ら
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
に
か
け
て
順
次
枠
を

広
げ
、
小
・
中
学
校
全
体
が
教
科
書
無
償
と
な
り

ま
し
た
。

（
全
国
解
放
教
育
研
究
会
編
「
部
落
解
放
教
育
資

料
集
成
10
巻
」
よ
り
一
部
抜
粋
）

○
全
国
統
一
応
募
用
紙
の
取
組

　

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
の
「
同
和
対
策
審
議

会
答
申
」
で
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
「
職
業
選
択

の
自
由
、
す
な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が
完
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特
に
重
大
で
あ
る
」

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
従
来
、
高
等
学
校
等
の
新
規
卒
業
者
の

採
用
時
に
使
用
さ
れ
る
就
職
応
募
書
類
は
企
業
が

一
方
的
に
記
入
枠
を
定
め
た
「
社
用
紙
」
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
家
族
構
成
や
そ
の
職
業
、
学
歴
や

収
入
、
居
住
地
付
近
の
地
図
を
書
か
せ
る
な
ど
、

差
別
的
な
身
元
調
査
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
近
畿
高
等
学
校
進
路
指
導
連
絡
協
議

会
は
、
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
に
就
職
差
別
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
項
目
を
削
除
し
た
「
近

畿
統
一
応
募
用
紙
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
使
用
す

る
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
全
国
に

広
が
り
、
労
働
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
及
び
文
部

省
（
現
文
部
科
学
省
）
は
、
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
）
に
全
国
高
等
学
校
長
協
会
の
定
め
た
「
全
国

統
一
応
募
書
類
」
を
使
用
す
る
よ
う
通
知
し
ま
し

た
。
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）
に
本
籍
・
家
族
構

成
・
色
覚
・
胸
囲
が
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）

に
保
護
者
氏
名
が
そ
れ
ぞ
れ
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
部
落
解
放
運
動
は
、
現
在
の
私
た

ち
の
生
活
に
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
国
東
市
隣

保
館
は
、
部
落
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を

推
進
し
、
「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

（
文
責
：
隣
保
館　

疋
田
）

シ
リ
ー
ズ
「
同
和
問
題
⑩
」
〜
市
民
の
人
権
と
結
び
つ
い
た
運
動
〜

（
教
科
書
無
償
運
動
・
全
国
統
一
応
募
用
紙
）


